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研究成果の概要（和文）：本年は研究最終年にあたり、子育て中の家族が生活するにあたり、どのような子育て
ニーズを有しているのか、そのニーズは現在家族が置かれている状況、について、中国・韓国・日本を対象に質
的な調査を実施した。その結果、同じアジア圏である社会的文化的背景の異なる日本、中国、韓国の子育て家庭
の比較において、経済成長が著しい中国社会にあつては、母 親の子育て負担や不安が高かった。日 本 韓国の
実態と 比較することで、具体的な対処方法の必要性が示唆された。核家族化と地域ネットワークの弱体化は、
育児に関する知識・技術の伝承を阻害し、母親の孤立化がその背景となっていることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The main finding is that the burden and anxiety of China mother’s 
child-rearing is the highest among three Asian countries which have different social cultural 
background. We could suggest that it was especially important to develop the program to deal with 
problem of child-rearing in China though comparing the condition of Japan and Korea. At the result, 
growth of the nuclear family and weakening community networks prevent the knowledges and techniques 
of child-rearing inheriting and increase the isolation of mothers. It suggested that father’s role 
of social support is important to decrease mother’s anxiety and stress. It was held two 
international symposiums in China and Korea. We discussed with collaborative researchers in each 
countries about scheme to improve of quality of life (QOL) of families who have young children. 
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１．研究開始当初の背景 
近年、わが国では核家族化と地域ネットワ

ークの弱体化は、育児に関する知識・技術の
伝承を 阻害し、母親の孤立化が顕著となっ
ている。孤立した状況では些細な原因による
育児不安やスト レスが解消されることなく
積み重なり、深刻な事態が引き起こされる可
能性があり、親子関係の 発達、子どもの心
の発達への影響が懸念されている。母親のお
かれた育児環境を的確に把握し、 母親が抱
える育児不安や孤立感を軽減するための環
境を整備することは喫緊の課題となってい 
る。韓国では、高学歴社会への移行を背景に、
より子育て中の母親の育児不安やストレス
が高い ことが知られており（総務庁 1996）、
近年の合計特殊出生率の急激な低下の原因
になっていると されている。 
また中国では近年、研究論文に「育児不安」

という記述が散見されはじめているが、 大
規模な調査は未実施であり、国際的な比較研
究による検討が待たれている状態である。  
これまで「育児不安」や「子育てストレス」
の調査研究では、主に子育て中の母親に焦点
を当て分析され、その原因が母親の「心理的
問題」に帰結されることが多かった。そのた
め研究から 示唆された知見も「母親の気持
ち次第で子育ては変わる」といったもので、
むしろ母親の不安や ストレスを助長するも
のになっている。母親の不安軽減やストレス
低下には、子育てにおけるソーシャルサポー
ト源としての父親の役割が大きいことは知
られている。 
本研究では、子育て中の 母親、父親の両

方を調査の対象にすることで、家庭の持つ機
能性を視野に入れた提言が可能となる。同じ
アジア圏にありながら、それぞれ社会背景や
文化が異なる、中国、韓国、そして日本の 比
較研究を実施することで、子育て中の家族に
対する社会経済的な視野を拡大し、福祉・教
育面 への影響について有益な視点がもたら
されると考える。 
２．研究の目的 
本研究の目的は、中国、韓国、そして日本

での子育て中の母親・父親への調査を通じて、
家族の 育児不安やストレスを低減し、その 
QOL（生活の質）を高めるには、どのような
子育て支援及びソーシャルサポート（社会的
支援）が必要であるかということを明らかに
することである。特に子 育て中の母親だけ
でなく、父親も調査の対象にすることで、母
親の不安やストレスの軽減に通じる支援に
ついて夫婦の間での心理的な依存関係も踏
まえ明らかにする点で意義がある。 
日本、中国、韓国の国際比較の視点から検

討された適切な支援が実行されることで、そ
れぞれの国の子育てニーズが明らかになり、
また身体的虐待やネグレクト、そして貧困か
ら生じるストレスといった現代の家族の抱
える問題を解決することに寄与するものと
考える。本研究では平成 20-23 年の研究（日

本・ニュージーランドの発達障害児とその家
族のためのソーシャルサポートの国際比較）
の成果を踏まえ、効果的な社会的介入の方法
や、ソーシャルサポートを公的 にするため
の方法を提案することが求められた。意義あ
る国際比較研究を実行に移すために、日中韓
の参加者が一同に会して活発に知識や意見
の交換をし、綿密で実行可能な研究計画を 
練ることが不可欠となった。研究期間内に明
らかにするのは、次の 2 点である。  

1．日本・中国・韓国の子育て家庭の育児
ストレス、生活の質（QOL）の実態について  
上記で検討したアプローチにより、日本・中
国・韓国の家族を対象に、調査に基づいた質
的研究 を実施する。保育所幼稚園から小学
校への接続期、ヘルスケアと教育支援、障害
の診断などについて、グループインタビュー
(FGI)や観察による質的研究によって、量的
研究ではとらえられない 異なった社会―文
化的背景での「生の現実」について明らかに
する。とりわけ、子育て家族の家 族構成に
着目し、子ども、父親、母親、そして祖父母
などにも可能な限り調査を実施し、家族成 
員間での比較をする。  

2．育児不安やストレスの軽減のための効
果的なソーシャルサポートの分析   家族成
員別に求めるソーシャルサポートの実態を
明らかにすることによって、総体的に子ど 
もとその家族が必要としているソーシャル
サポートについて明らかにする。 
近年では、より生活に密着した実際的な様

相を描き出すために、グループインタビュー
や観察などの手法を中心とした質的研究が
盛んに実施されており、本研究でもその方法
論を用いた。 
本研究で扱う QOL、またソーシャルサポ

ートについては、量 的にはとらえられない
人間の生の現実を調査・研究するために質的
研究法が必要となる。そこで、 本研究では、
ニュージーランドを対象とした平成 20-23 
年の調査方法をもとに、より実際的な「生 活
世界」を記述するための質的な評価を含んだ
新たなアプローチについても検討した。 
３．研究の方法 
本研究では、子育て中の家族の育児不安やス
トレスを軽減し QOL（生活の質）を高めるに
は、どのようなソーシャルサポートが必要で
あるかということを明らかにするために子
育て中の母親、父親を対象に量的調査及び質
的調査を行った。対象は中国北京市、大連市、
韓国ソウル市の就学前施 設、小学校、親の
会などとし、ソーシャルサポートの現状と課
題に関する聞き取り、実際の活動場面を観察
しその記録の分析を行った。 
同様の調査・分析を日本においても、東京

都、 広島市、名古屋市、高松市にて行った。
子育本調査は、中国・北京市、韓国・ソウル
市を対象とした。中国北京においては、研究
代表者が勤務する大学と研究協定を結んで
いる北京師範大学・学前教 育センターとの



共同研究として実施した。同センターには実
験幼稚園が 4 園あり、その園を利用 してい
る幼児の家庭を対象として、調査を実施した。  
調査の内容は、次の通りである。 
本研究では、子育て中の家族が生活するに

あたり、どのような子育てニーズを有してい
るのか、そのニーズは現在家族が置かれてい
る状況、例えば、保育所幼稚園から小学校へ
の 接続期、教育支援、社会保障などによっ
てどのように変化するのか、質的に調査した。
そこでま ず、子どもの生活の場である就学
前教育施設、小学校、親の会を対象に訪問調
査を実施するとともに、QOL（生活の質）を
高めるための社会的支援の検討に取り組む
ための基礎的資料の収集を行った。 
子育てにかかわるソーシャルサポート（社

会的支援）についてその要因は複合的である。
そこでこれまでの 研究において妥当性や信
頼性、内的整合性などが確認された下記の質
問方法を再考し、北京師範 大学、ソウル神
学大学の連携協力者と共同して対象者に負
担のない簡便なものとして作成した。 1. 
Family Support Scale (Dunst, Jenkins, & 
Trivette, 1984) 2. Inventory of Social 
Support Behavior (Barrera, Sandler, 
Ramsay, 1981) 3. Parenting Stress Index 
(Abidin, 1983) 4. Quality of Life 
Inventory (Frisch, 1998) 5. Sense of 
Coherence Scale (Antonovsky, 1987)   
４．研究成果 
本年は、子育て中の家族が生活するにあたり、
どのような子育てニーズを有しているのか、
そのニーズは現在家族が置かれている状況、
例えば、保育所幼稚園から小学校への 接続
期、教育支援、社会保障などによってどのよ
うに変化するのか、中国・韓国・日本を対象
に質的な調査を実施した。その結果、同じア
ジア圏である社会的文化的背景の異なる日
本、中国、韓国の子育て家庭の比較において、
経済成長が著しい中国社会にあっては、母 
親の子育て負担や不安が高かった。日 本 韓
国の実態と 比較することで、具体的な対処
方法の必要性が示唆された。核家族化と地域
ネットワークの弱体化は、育児に関する知
識・技術の伝承を阻害し、母親の孤立化がそ
の背景となっていることが明らかとなった。
母親の不安軽減やストレス低下には、子育て
におけるソーシャルサポート源としての父
親の役割が大きいことが示唆された。中国、
韓国を訪問し、それぞれの国で 「子育て中 
の家族の QOL（生活の質）を高めるための方
策とは」という題目のもと、国際共同シンポ
ジウムを開催した。 
以下、本研究で示唆された点についてまと

める。 
① 育て中の育児不安やストレス軽減に関 
わるソーシャルサポート研究は国内外で多
いとは言えない。その中で、家庭を構成する
母親と父親について焦点を当てることで、こ
れまでの社会的支 援の理論や実践において

も従来にない新たな視点が提示できた。  
②アジア圏にあっても、社会的文化的背景の
異なる日本・中国・韓国の子育て家庭を対象
とする ことで、意義のある比較検討が可能
になり、有効な方法や手段の提示が可能にな
った。  
③特に中国においては、近年「育児不安」と
言う言葉が、散見されてきたとされるが、ま
だ大規 模なサンプルを対象にした研究は行
われていない。経済成長が著しい中国社会に
あっては、母親の子育て負担や不安が高いこ
とが明示され、日本・韓国の実態と比較する
ことで、具体的な対処方法が提案された。 ④
研究成果を、中国・韓国・日本の研究者で共
有し、協議を継続的に行うことで、子育て研
究の発展のみ ならず、研究データの相互利
用や研究者・学生の持続的な交流がうまれた。
⑤本研究では、子育てを日常的に支援する団
体、学校、保育施設など広範囲な領域からの
協力を 得て遂行するものであり、実際に子
育てをしている家族を対象に質的研究を通
して「生の声」を 収集することに意義があ
った。 ⑥子育て中の家族を対象に母親、父
親とそれぞれグループインタビューを実施
することで、これ まで表層的にしか語られ
なかった子育て不安やストレスの実際につ
いて本音が明らかになった。 
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